サッカ－ルールなんて初めてよ・・人向けルール解説　第１回　　　　　　
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はじめに

サッカ－ルールはむずかしくありません。大会までに基本をマスタ－しましょう！
1） 手以外のところでボールをプレ－する

2） フェア－プレ－をする

3） ボールの取り合いで、相手と肩と肩で押し合うのは許されている

4） 後ろから押したり、足をひっかけたりするような乱暴なプレ－は反則になる

5） ルールブックには１７条までしかなく、そこに書かれていないことは常識で判断する（ルールブックにない第１８条とも言う）
通常、ルールがむずかしいと感じるのはレフリ－の「しぐさ」と笛が吹かれた理由、そしてゲームの再開方法だと思います。

レフリ－のしぐさはルールブック図解を見て覚えてください。

第１回は
４）のファウルについての解説です。　　　[image: image2.wmf]
ファウルに関するルールは

ファウルが乱暴なもの（再開方法が直接フリーキックとなるもの）

· 相手をける、またはけろうとする
→キッキングとも呼び、足でボールに行ったけど相手をけってしまったようなファウルです

· 相手をつまずかせる、またはつまずかせようとする
→トリッピングとも呼び、足でボールに行ったけど相手をつまずかせてしまったようなファウルです
· 相手にとびかかる
→ジャンプして体ごと相手にぶつかったようなファウルです
· 相手をチャージする
→３）で説明した、ボールの取り合いで相手の肩と自分の肩をぶつけ合いながらプレ－をするのは許されているが、ひじを出したり、強い力で相手を必要以上に押したり、ボールを後ろから取りに行って相手を倒してしまった場合などで反則になります。
· 相手を打つ、または打とうとする
→手で相手をたたいたようなファウル
· 相手を押す
→プッシングとも呼び、手で相手を押したファウル
· 相手をおさえる
→ホールディングとも呼び、手で相手を押さえつけるファウル
· 相手につばをはきかける

→これは少年ではほとんどありません

· ボールを意図的に手で扱う

→ハンドリングと呼び、試合中に選手からハンド、ハンドという声が聞こえる場合もありますが、自分のところにはずんできたボールに対し、最初から手を使うつもりでボールを止めるように使った場合は反則ですが、蹴ったボールがただ腕や手にぶつかっただけでは反則になりません。この判断は主審がします。
ファウル（例１）
藤沢レッヅの子供がドリブルで相手ゴールめがけて進んでいたときに相手チームに足をひっかけられ、ころんでしまった。

→レフリ－は笛を吹いて、ひっかけられた場所を示す。レフリ－はレッヅの攻撃している方向に手を斜め上にあげて、フリ－キックをけるチームが藤沢レッヅであることをしめす。
レッヅのフリ－キックなら誰でもいからキックする。けったボールが直接ゴールに入ったら得点です。

注：（時々ファウルのびみょうな判定ではベンチからみたのと違う判定がでることがあります。もし、レッヅ攻撃方向と反対に手があがった場合は相手チームのフリ－キックです）

レッヅの攻撃があいてペナルティエリアまで入って、ファウルをうけた場合、藤沢レッヅのペナルティキック（ＰＫ：ピ－ケ－）になります。

逆に藤沢レッヅが守備をしているときに、今までのファウルのどれかをペナルティエリア内ですると、相手チームにペナルティキックがあたえられます。

少しむずかしい説明（面倒な人は飛ばしてもｏｋ）
ファウルがあったと思ったのに主審が笛を吹かないケース。
ファウル（例２）

例１のようにファウルがあって選手が転んだが、あとのボールがそのまま、レッヅの味方につながりまだ攻撃が続くようなケースでは、ファウルをとらずに続ける場合があります。アドバンテージをみている・・・などといいます。

ファウルを受けたのをとめるよりも攻撃が続いていたら、そちらを優先させるとの考え方です。小学校低学年の場合には、ファウルをうけた子供の怪我を心配して通常はファウルで止めるのが普通です。高学年になるとアドバンテージがよくつかわれます。
主審がアドバンテージと判断したときは、両手を前方斜め前におおきくあげて、アドバンテージまたはプレーオンと声にだしていいます。
ファウルの軽いもの（再開方法が間接フリーキックとなるもの）
ゴールキーパの反則と選手の反則があります

ゴールキーパの反則
· 相手のシュートをとめて、次にそのボールを味方に渡すまでに時間が６秒以上かかってしまった・・・長持ちはいけません
だいたい６秒以上は審判の感覚です。結構アバウト

· 手でつかんだボールを味方に渡すために足でけったんたが、まちがって真上にけってもう一度手でつかんだ。または、手で前方上に投げて風で戻ってきてゴールキーパがもう一度つかんでしまった。

（ＧＫは一度手を離したボールを再び手では触れない）

· 味方からゴールキーパにバックパスされたボールを手でさわってしまった。（足でコントロールすればＯＫです）

· 味方からゴールキーパにスローインされたボールを手でさわってしまった。（足でコントロールすればＯＫです）

選手の反則

· 相手とボールのとりあいしているときに、ボールが胸とか顔の高さにあるのに足を高く上げたような危険なプレ－
· 相手がドリブルしているときに、抜かれたのに身体で相手を通さないようにする

· ゴールキーパがボールをはなそうとしているのにじゃまをする。

休憩
おまけ

直接フリーキック・・・乱暴なファウルがあったときにけれます。ボールを置く位置がゴール近い場合には、相手守備側が壁（守備の人が何人かでならんでかべのようにすること）をつくることがあります。そのときには主審が８メートル壁をさげてからキックしてもいい合図の笛を吹きます。けったボールが直接ゴールにはいったら得点です。
間接フリーキック・・・軽いファウルがあったときにけれます。ボールをけってゴールをねらい、けった人以外の誰かにさわってゴールすれば得点です。誰にもさわらなければゴールにはならず、相手のゴールキックで再開されます。間接フリーキックのときは、けるまでの間、主審は片手をまっすぐ上にあげているので直接と区別できます。

ゴールに近いところでの間接ＦＫは、ふつうはける人が二人ならんで、笛がなったらひとりがチョンだししたあと、別のひとりがシュートをけるか、いちかばちかで壁に向かってけり守備のだれかにあてていれます。

第１回終わり

しつもん先：fujisawareds11@i.softbank.jp

またはkawa2845@ictv.ne.jp
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